
   令和６年度 県・市町連携 伊予市人口減少対策補助金 

                  

 

 

 

 

問１. 今回申請した、県・市町連携 伊予市人口減少対策補助金については、 
どこでお知りになりましたか？（複数回答可）  

 ア．広報いよし  イ．市ホームページ  ウ．インターネット・ＳＮＳ  エ．家族から   

 オ．友人から   カ. その他（具体的に：                         ） 

 
問２. 今回の補助事業は子育て世帯にとって支援になったと思いますか？（１つ選択） 
  ア．とても支援になった        イ．ある程度支援になった   

ウ．あまり支援にならなかった     エ．全く支援にならなかった 

 

問３. 現在の印象として、伊予市は子育てしやすいまちだと思いますか？ 
また、その理由を教えてください。（１つ選択） 

 ア．とても思う  イ．どちらかといえば思う ウ．どちらかというと思わない エ．全く思わない 

 その理由（                                        ） 

 
問４. 今回対象児童となった方は、何人目のお子さんですか？ 
  ア．１人目   イ．２人目   ウ．３人目   エ．それ以上（   人目） 

 

問５. この先、もう１人お子さんを欲しいと思いますか？ 
  ア．とても思う  イ．どちらかといえば思う  ウ．あまり思わない  エ．全く思わない 

 

問６. もう１人お子さんを育てるために、愛媛県や伊予市にどのようなことを期待しますか？ 
（特に思うものを２つまで選択） 

  ア．給料や所得の向上による家計の余裕      イ．地域ぐるみの子育て・見守り環境の整備 

ウ．育児も仕事も男女共同でできる社会の実現   エ．子どもと出かけやすい公園や広場の整備 

 オ．お金の不安なく高校・大学等に進学させられる社会の実現   カ．保育所や学校の魅力向上 

 キ．時には子どもを預けて自由な時間を過ごすことができる環境の整備 

  ク．その他（具体的に：                                  ） 

 
問７. もう１人お子さんを育てようとする場合、誰からの理解や協力が重要と感じますか？ 

（特に思うものを２つまで選択） 

  ア．夫や妻（家事、育児の協力）  イ．親族（父母、兄弟の理解）  ウ．友人（精神的支援など） 

 エ．職場の上司や同僚（産休、育休、時短勤務への理解）  オ．近所に住んでいる方（見守りなど） 

 カ．その他（具体的に：                                 ） 

 
問８. 伊予市が今よりも子育てしやすいまちになるために、ご意見やご提案があれば、 

どのようなことでも自由に記載してください。 
 

 

アンケートは以上です。ご協力いただきありがとうございました。 

アンケート調査票（若年出産世帯奨学金返還支援補助金） 
だれもが安心して子育てできる社会に向けた参考とするため、 

アンケートにご回答ください。（選択項目は〇を記載してください） 

                                 

                                 

ミカンまる 


